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健
全
な
圏
際
法
秩
序
の
建
設
に
役
立
つ
紳
話
も
高
能
楽
も
な
い
事
は
露
賞
で

あ
る。
だ
が、
そ
れ
に
役
立
つ
他
の
も
の
の
中
に
は一
つ
の
制
度
が
あ
る
事
も

質
露
で
あ
る。

プ
ラ
イ
ア
リ

教
授
は
彼
の
図
際
法
（
四
版〕
の
序
文
を
か
く
結
ん
で
い
る 。

著
者 守フ
ラ
イ
ア
リ

は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
島？
の
教
授
と
し
て、
英
図
園
際
法

整
曾
に
有
力
な
地
位
を
占
め
る
純
粋
な
愚
者
で
あ
る。
教
授
は
殊
に
図
際
法
の

基
礎
に
掬
す
る
諸
問
題
を
常
に
検
討
さ
れ、
英
図
園
際
法
年
報
や
ハ
1
グ
の
講

演
集
な
ど
に
機
曾
あ
る
毎
に、
そ
の
研
究
の
成
果
を
議
表
さ
れ
て
い
る
Q

本
書

の
第一
版
は、
一
九
二
八
年
に
出
版
さ
れ 、一
九
三
六
年
二
九
回
二
年
と
版
を

改
め
二
九
四
九
年
に
四
肢
が
出
版
さ
れ
た。
定
評
あ
る
末
書
は 、
失
の
九
項
目

か
ら
構
成
さ
れ
℃
い
る。
そ
の
内
容
は、
（
IU

閤
際
法
の
起
源、
に
始
ま
り

ハ
E）
現
代
ハ
国
際
法）
鶴
来
の
性
格、
ハ
亜〕
園
際
社
曾
の
法
的
構
成、
（
WM）

園
家 、
（
V）
閤
家
の
領
域 、
（
立）
圏
家
の
裁

判握 、
（
唖）
係
約 、
（
溜〉
園

際
紛
争
と
園
際
秩
序
の
保
持 、
（
E）
圏
際
法
と
強
制
手
段、
に
移
っ
て
い
る。

此
の
形
式
と
項
目
と
は一
九
三
六
年
の
二
肢
と
全
く
同一
で
あ
る
が、
そ
の
細

四
七



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

目
に
お
い
て
は
、
國
際
連
合
を
始
め
、
第
二
次
世
界
大
験
の
結
果
、
種
々
の
國

際
法
上
の
諸
閥
題
の
護
生
に
俘
つ
て
改
訂
し
た
の
は
、
云
う
ま
で
も
な
い
が
、

二
版
に
比
し
て
壇
補
が
約
三
十
頁
に
亙
り
、
し
か
も
そ
の
孚
ぼ
以
上
を
、
國
際

法
の
起
源
と
性
絡
［
と
に
充
轡
田
し
た
事
は
、
ブ
ラ
イ
ァ
リ
教
授
の
研
究
を
大
い
に

物
語
る
も
の
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
、
此
の
書
に
お
い
て
、
そ
の
基
礎
的
な
諸
問
題
を
二
つ
の

面
か
ら
取
扱
つ
て
い
る
。
國
際
法
の
起
源
の
項
は
、
§
（
1
）
現
代
國
家
の
誕

生
、
§
（
2
）
主
灌
の
原
則
、
§
（
3
）
自
然
法
原
理
の
影
響
、
§
（
4
）
國
際

法
に
お
け
る
古
典
的
著
作
、
の
四
節
を
含
み
、
現
代
（
國
際
法
）
騰
系
の
性
格

の
項
は
、
§
（
1
）
國
際
祉
會
、
§
（
2
）
近
代
主
灌
國
家
、
§
（
3
）
現
代
國

際
法
に
お
け
る
義
務
づ
け
の
基
礎
、
§
（
4
）
現
代
國
際
法
の
法
源
、
§
（
5
）

國
際
法
の
法
的
性
格
、
§
（
6
）
國
際
法
騰
系
の
飲
陥
、
§
（
7
）
英
國
裁
劃
所

に
お
け
る
國
際
法
の
適
用
、
の
七
蹄
を
含
ん
で
い
る
。
此
の
各
節
の
關
係
か
ら

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
、
　
一
面
に
お
い
て
は
國
家
制
度
と
國

際
法
の
關
係
を
歴
史
的
に
跡
づ
け
て
、
國
際
杜
會
の
確
立
を
企
圖
す
る
事
で
あ

り
、
他
面
に
お
い
て
は
所
謂
國
際
法
學
の
獲
展
に
關
し
て
、
自
然
法
と
實
定
法

の
封
峙
の
中
に
、
國
際
法
が
如
何
に
育
く
ま
れ
て
來
た
か
、
と
云
う
織
を
指
摘

し
て
國
際
法
の
妥
當
根
擦
へ
持
ち
込
み
、
爾
者
を
綜
合
し
て
國
際
法
の
法
的
性

格
を
萌
ら
か
に
し
、
併
せ
て
國
際
法
と
國
内
法
（
英
國
法
）
の
關
係
を
論
じ
て
、

國
際
法
の
基
礎
付
け
を
試
み
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
以
下
そ
の
内
容
を
殊
に

國
際
法
の
基
礎
理
論
に
相
當
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
紹
介
の
筆
を
進
め
る
事
と

す
る
。

二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

「
國
際
法
と
は
、
文
明
諸
國
家
の
相
互
の
關
係
に
お
い
て
、
文
明
諸
國
家
を
拘

束
す
る
行
爲
の
規
則
及
び
原
則
の
総
農
で
あ
る
。
」
ブ
ラ
イ
ァ
リ
識
授
は
、
國
際

法
を
か
く
定
義
す
る
。
諸
國
家
が
相
互
に
關
係
す
る
様
相
が
、
ヨ
ー
買
ヅ
パ
の

國
家
制
度
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
來
た
で
あ
ろ
う
か
。
叉
我
々
が
國

際
法
と
云
う
場
合
に
は
・
現
代
國
際
法
を
意
昧
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
現
代

國
際
法
の
特
殊
な
性
格
は
・
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
國
家
制
度
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
背
景
を
知
つ
て
置
く
必
要
が
あ
る
。
教
授
は
、
そ
こ

で
中
世
の
國
家
か
ら
宗
教
改
草
を
脛
た
近
代
國
家
と
の
簸
別
を
、
そ
の
政
治
制

度
に
求
め
て
い
る
。
先
ず
中
世
の
國
家
を
一
面
に
お
い
て
封
建
制
詩
区
巴
ぼ
巨

と
土
地
領
有
と
そ
の
人
的
關
係
に
お
げ
る
領
土
的
君
主
制
言
昌
騨
〇
二
巴

9
9
貿
o
ξ
と
が
、
國
民
國
家
に
封
す
る
障
害
で
あ
つ
た
黙
を
彊
調
し
（
四

頁
）
、
他
面
に
お
い
て
教
會
と
政
治
膿
制
の
關
係
を
取
扱
つ
て
い
る
。
麟
ち
近
代

國
家
に
至
る
経
路
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
國
の
統
一
の
打
破
の
た
め
の
宗
教
改
革

即
亀
自
誉
暮
δ
躍
が
、
一
つ
の
大
き
な
契
機
を
な
し
た
事
を
述
べ
て
い
る
。
教

會
は
國
家
の
主
艦
の
服
從
を
要
求
し
、
容
認
し
、
そ
の
諸
要
求
は
常
に
純
檸
な

精
紳
的
分
野
に
封
す
る
も
の
で
あ
る
と
は
限
ら
な
か
つ
た
。
教
會
の
擢
力
の
強

大
さ
と
國
家
の
絶
饗
性
と
の
闘
雫
は
、
教
會
に
封
す
る
國
家
の
謀
反
を
ヨ
十
年

㎜
戦
箏
に
よ
つ
て
解
決
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
の
講
和
が
、

新
し
い
政
治
秩
序
の
承
認
と
な
つ
て
現
わ
れ
た
。
か
か
る
護
展
が
國
家
の
完
全

な
分
離
。
駐
8
鷲
暮
窪
①
器
と
無
責
任
岸
話
署
o
誘
ま
監
な
に
導
か
ん
と
し
た

時
、
通
商
と
冒
瞼
に
封
す
る
不
信
が
ア
メ
リ
ヵ
の
獲
見
や
イ
ン
ド
の
新
航
路
の

稜
見
に
育
く
ま
れ
、
共
通
の
知
的
背
景
、
同
情
、
載
雫
に
封
す
る
反
抗
が
、
夫

夫
ル
ネ
サ
ン
ス
、
宗
教
家
、
宗
教
載
雫
に
よ
つ
て
起
つ
た
。
是
に
法
の
最
高
性

に
よ
つ
て
相
互
を
拘
束
し
た
事
を
宣
言
し
、
中
世
的
世
界
國
家
を
放
棄
し
て
、



國
民
國
家
以
外
に
よ
り
廣
大
な
無
統
一
的
存
在
を
認
め
る
事
が
必
要
と
な
つ

た
。
か
く
て
國
際
法
の
誕
生
は
、
此
の
事
實
の
承
認
に
あ
つ
た
（
七
頁
）
。
と
論

じ
て
い
る
。

　
國
際
法
は
、
か
く
ヨ
ー
鷺
ヅ
パ
の
國
家
制
度
に
影
響
さ
れ
な
が
ら
誕
生
し
た

の
で
あ
る
が
・
宗
教
改
革
か
ら
護
達
し
た
國
家
の
性
質
殊
に
主
灌
の
原
則
爵
o

山
0
9
匡
β
Φ
o
騰
8
〈
o
目
①
凝
鼠
廿
同
が
國
際
法
の
研
究
に
必
要
な
も
の
と
し
て
い

る
。
ボ
ー
ダ
ン
に
よ
つ
て
唱
え
ら
れ
た
主
罐
の
理
論
は
、
所
謂
絶
封
永
久
の
灌

力
と
し
て
主
罹
を
承
認
す
る
事
で
あ
つ
て
、
最
高
の
灌
力
撃
塁
巨
9
奢
富
馨
器

を
敏
く
國
家
は
舵
の
な
い
艦
の
如
し
と
た
と
え
て
い
る
。
だ
が
、
ボ
ー
ダ
ン
は

主
灌
者
は
、
紳
法
、
自
然
法
或
ぽ
理
性
の
法
更
に
す
ぺ
て
の
諸
國
家
に
共
通
な

法
及
び
彼
が
ー
一
①
槻
霰
一
目
℃
①
急
ー
と
呼
ぶ
一
定
の
法
に
は
拘
束
さ
れ
る
事
を

承
認
す
る
の
で
あ
り
（
九
頁
）
、
云
わ
ば
、
主
灌
を
最
高
の
灌
力
に
お
け
る
一
つ

の
も
の
で
あ
つ
て
、
他
の
灌
力
主
醜
と
の
關
係
で
最
高
乃
至
絶
封
と
述
べ
た
謬

で
あ
る
。
更
に
叉
、
ボ
ー
ダ
ソ
は
主
灌
を
以
て
立
法
者
へ
の
攣
成
を
試
み
た
事

に
あ
る
の
で
、
そ
の
主
灌
は
國
内
政
治
的
秩
序
の
基
礎
原
則
と
し
て
意
昧
を
有

す
る
の
で
あ
つ
て
、
國
際
法
學
徒
に
封
し
て
は
特
別
な
問
題
を
提
示
し
た
も
の

で
は
な
い
（
一
〇
頁
1
一
一
頁
）
。
勿
論
ボ
馨
ダ
ン
の
主
灌
理
論
は
、
所
謂
封
内

主
権
に
つ
い
て
の
み
論
究
し
た
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
封
外
的
な
意
昧
で

は
、
軍
に
封
建
制
と
教
會
の
支
配
か
ら
の
離
貌
の
た
め
の
も
の
で
あ
つ
た
。

　
之
に
比
し
て
ホ
ッ
ブ
ス
の
主
権
煙
論
は
、
我
々
が
主
灌
絶
封
の
原
則
と
呼
ん

で
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
主
権
が
秩
序
の
基
本
原
則
と
し
て
提
示
さ
れ
、
宅
権
は

全
艦
主
義
的
政
治
支
配
者
の
力
と
し
て
で
あ
り
、
そ
れ
自
瞠
以
外
の
も
の
に
よ

つ
て
も
制
限
さ
れ
得
な
い
縄
封
に
し
て
無
限
で
あ
る
べ
き
も
の
と
す
る
（
二
一

頁
ー
ニ
ニ
頁
）
。
法
律
的
な
権
利
の
代
り
に
力
彗
蒔
騨
を
主
擢
と
同
一
親
す
る

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

結
果
は
、
法
律
學
の
範
園
か
ら
遜
腕
し
て
政
治
學
の
範
園
に
入
い
る
事
で
あ
る
。

　
此
等
二
つ
の
意
昧
で
同
時
に
主
擁
と
な
る
事
ば
出
東
な
い
。
之
を
立
憲
國
家

に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
ボ
ー
ダ
ン
の
意
味
で
の
主
権
は
認
め
ら
れ
る
が
、
ホ
ヅ

ブ
ス
の
意
昧
で
の
主
灌
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
（
一
四
頁
ー
一
五
頁
）
。
所
謂

人
民
主
灌
の
理
論
が
登
場
し
て
特
殊
な
入
或
は
團
艦
に
絶
封
的
灌
力
を
位
置
さ

せ
る
事
は
放
棄
さ
れ
た
よ
う
な
も
の
の
、
十
九
世
紀
の
國
民
感
情
の
緊
張
や
濁

占
は
、
叉
叉
政
治
的
事
實
の
反
影
と
し
て
の
主
樫
を
表
現
し
て
し
ま
つ
た
（
一

六
頁
）
。
若
し
主
灌
が
絶
封
的
灌
力
を
意
昧
す
る
も
の
な
ら
ば
、
諸
國
が
そ
の
意

昧
で
の
主
灌
を
有
す
る
も
の
な
ら
ば
、
同
時
に
法
に
從
い
得
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
前
提
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
國
際
法
は
唯
幻
想
α
o
ξ
毘
o
β
で

あ
る
と
云
う
結
論
で
賞
ん
じ
よ
う
、
と
結
ん
で
い
る
（
ニ
ハ
頁
）
。

置

　
國
際
肚
會
は
多
敷
の
國
家
を
前
提
と
し
て
成
立
す
る
。
ボ
ー
ダ
ン
や
ホ
ッ
プ

ス
の
信
じ
た
國
際
的
無
政
府
に
お
け
る
國
家
主
灌
の
絶
封
は
、
諸
國
家
相
互
の

關
係
に
殆
ど
考
慮
を
佛
わ
な
い
政
治
理
論
家
に
よ
つ
て
、
護
達
さ
せ
ら
れ
た
よ

弓
な
も
の
で
あ
る
。
國
際
法
は
同
格
o
o
6
鼠
貯
諄
6
昌
の
法
で
あ
つ
て
、
從

驕
胆
9
げ
○
鼠
宮
暮
δ
昌
の
法
で
は
な
い
と
云
う
理
論
に
よ
つ
て
、
主
灌
の
自
己

制
限
の
理
論
の
攣
、
形
で
救
濟
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
も
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
さ
え

彼
は
絶
封
主
権
の
信
奉
者
で
は
な
い
の
に
、
我
々
に
國
際
法
は
敷
國
家
の
上
に

善
o
話
在
る
の
で
は
な
く
、
敷
國
家
の
間
の
び
9
む
＄
冨
法
と
し
て
常
に
關

係
づ
け
ら
れ
る
と
激
え
て
い
る
。
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
ム
が
、
諸
國
家
は
國
際
法

の
主
髄
で
あ
る
と
認
め
る
如
く
、
若
し
諸
國
家
が
國
際
法
の
主
鎧
で
あ
る
な
ら

ぼ
、
法
は
確
か
に
彼
等
の
上
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
彼
等
は
法
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

從
麗
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
（
四
七
頁
）
。
我
々
の
奉
仕
者
た
る
者
が
そ
の
奉
仕
者
の
制

限
に
封
し
て
奉
仕
者
の
結
果
と
無
關
係
に
、
現
實
の
存
在
と
し
て
庭
理
さ
れ
且

つ
襲
展
せ
し
め
ら
れ
た
場
合
、
あ
る
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
の
裁
判
官
が
我
々
に
警

告
し
て
い
る
よ
う
に
、
我
々
の
奉
仕
者
と
云
う
よ
り
は
、
寧
ろ
我
々
の
暴
君
に
な

る
事
を
引
用
し
て
主
樫
の
原
則
の
妖
魔
的
問
題
を
、
不
幸
に
し
て
、
國
際
法
學
徒

は
除
去
出
來
な
い
（
四
七
頁
i
四
八
頁
）
。
と
し
て
主
擢
に
つ
い
て
は
、
我
々
の

概
念
で
庭
理
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
と
は
云
え
、
國
家
法
に
封
比

し
て
國
際
法
は
灌
力
を
有
す
る
國
家
を
法
に
服
從
せ
し
め
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
有
敷
的
な
庭
理
に
は
困
難
な
こ
と
が
俘
う
と
し
て
い
る
。
國

際
法
學
徒
の
實
務
的
な
目
的
に
と
つ
て
、
主
権
は
形
而
上
學
的
概
念
で
も
又
國

家
の
地
位
の
本
質
的
部
分
で
も
な
い
と
論
ず
る
。
そ
れ
故
國
際
法
上
で
は
、
國

家
自
身
の
た
め
そ
の
近
隣
を
顧
み
ず
に
行
動
す
る
の
が
主
灌
國
家
で
あ
る
と
云

ろ
な
ら
ば
、
か
か
る
主
擢
の
態
度
は
制
限
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
意
昧

で
は
軍
に
封
外
的
に
他
の
國
家
と
の
關
係
で
・
諸
國
家
自
身
の
た
め
に
慣
行
的

に
在
る
廣
範
な
要
求
と
特
殊
な
も
の
の
集
積
を
総
す
る
用
語
に
す
ぎ
な
い
。
云

わ
ば
主
灌
を
以
て
固
有
な
國
家
の
本
質
で
あ
る
と
し
國
際
關
係
の
事
實
が
支
持

さ
れ
な
い
と
は
誤
つ
た
原
理
で
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
、
主
樫
の
原
則
と

現
代
主
灌
國
家
を
か
く
論
じ
た
後
、
國
際
融
會
の
構
成
に
論
を
進
め
て
い
る
。

　
法
は
肚
會
に
お
い
て
の
み
存
立
す
る
。
世
會
に
お
け
る
構
成
員
相
互
の
關
係

を
規
整
す
る
法
の
騰
系
な
く
し
て
肚
會
は
存
立
し
得
な
い
。
ホ
ヅ
ブ
ス
的
闘
雫

駅
態
か
ら
、
國
家
間
の
物
質
文
化
の
交
流
の
増
大
に
伴
つ
て
・
十
六
世
紀
以
來

國
際
法
團
艦
の
聯
系
的
な
撞
大
化
が
齎
ら
さ
れ
た
が
、
排
他
的
國
家
主
義
の
存

在
や
法
は
最
高
者
の
意
思
に
基
づ
く
命
令
で
あ
る
と
云
う
概
念
に
出
逢
い
、
今

錆
に
お
い
て
も
國
際
甦
會
へ
の
護
展
は
易
易
た
る
も
の
で
ぽ
な
い
（
四
四
頁
書
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四
五
頁
）
。
國
際
蔵
會
の
構
成
が
・
現
在
も
歴
史
的
に
も
困
難
さ
が
あ
る
事
に
攣

り
は
な
い
が
、
之
に
つ
い
て
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
、
人
間
的
事
象
が
も
つ
と
賢

明
に
庭
理
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
諸
國
家
の
相
互
依
存
ぎ
富
民
o
℃
Φ
昌
留
β
8

と
共
同
の
肚
會
に
野
す
る
分
醗
さ
れ
た
責
任
。
。
富
お
脳
奉
眉
§
甑
げ
強
爵
の
意

識
と
感
情
が
俘
つ
て
、
必
要
な
力
を
背
景
と
す
る
均
衡
あ
る
法
騰
系
が
保
持
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
世
界
溢
會
は
人
間
の
努
力
な
く
し
て
齎
ら
し
得
な
い
も
の
で

あ
る
事
を
騰
得
す
る
と
共
に
、
國
際
壮
會
に
ば
一
つ
の
制
度
が
緊
急
に
必
要
で

あ
る
事
を
認
め
て
か
ら
は
、
一
世
代
し
か
す
ぎ
て
い
な
い
の
だ
が
。
と
し
て
國

際
赴
會
に
お
け
る
秩
序
の
必
要
を
印
象
づ
け
て
い
る
。

　
國
家
と
國
際
法
の
關
係
を
考
察
す
る
場
合
と
同
様
自
然
法
と
國
際
法
を
考
察

す
る
場
合
に
も
中
世
的
基
礎
付
け
が
必
要
で
あ
る
。

　
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
そ
こ
で
、
萬
民
法
と
自
然
法
の
關
係
に
つ
い
て
ロ
ー
マ

の
法
制
度
を
一
轡
し
た
後
、
中
世
の
自
然
法
學
の
考
え
方
を
分
析
す
る
。
例
え

ば
、
ト
｝
マ
ス
・
ア
キ
ナ
ス
は
、
自
然
法
を
人
間
理
性
に
よ
つ
て
護
見
さ
れ
た

紳
の
法
の
一
都
で
あ
る
と
す
る
。
か
く
自
然
法
と
紳
の
法
と
を
同
一
競
す
る
事

は
、
嘗
然
に
人
間
的
規
則
ビ
目
讐
o
畿
言
弩
8
の
軍
な
る
實
定
法
の
穗
威
よ

り
域
上
に
最
高
の
権
威
を
與
え
る
事
で
あ
る
。
又
、
或
者
は
自
然
法
と
抵
鯛
す

る
實
定
法
の
拘
束
力
菖
民
貯
ぴ
q
旨
ぎ
Φ
を
否
定
し
た
（
一
八
頁
ー
｝
九
頁
）
。

更
に
か
か
る
概
念
と
主
擢
と
の
關
係
、
ロ
τ
マ
法
が
國
際
法
に
及
ぼ
し
た
黙
を

蓮
べ
、
自
然
法
の
中
世
的
概
念
に
封
す
る
批
到
的
立
場
、
帥
ち
そ
の
批
鋼
が
二

つ
の
面
か
ら
硯
わ
れ
て
い
る
事
を
指
摘
す
る
。
一
つ
は
、
中
世
的
自
然
法
概
念

が
普
遍
的
合
理
性
に
關
し
て
誇
張
さ
れ
た
嫌
が
あ
り
、
現
實
性
か
ら
離
れ
て
鹸

り
に
理
念
的
傾
向
に
あ
る
事
。
弛
は
、
實
定
法
と
自
然
法
と
が
抵
鰯
す
る
場
合
、

自
然
法
の
實
定
法
に
封
す
る
優
越
を
認
め
た
事
で
あ
る
。
前
者
に
劉
し
て
は
何



が
正
な
る
も
の
か
を
問
う
場
合
マ
そ
れ
は
現
在
と
そ
の
場
所
で
鍔
臨
さ
れ
る
か

ら
自
然
法
の
内
容
は
可
攣
的
＆
さ
餌
轟
ユ
菩
ぴ
8
暮
①
暮
で
此
の
黙
か
ら

理
性
と
現
實
を
接
近
せ
し
め
る
べ
し
と
す
る
批
鋼
と
、
後
者
に
封
し
て
は
實
定

法
に
よ
つ
て
保
持
さ
れ
た
法
の
支
醍
を
理
性
に
よ
る
自
然
法
が
無
敷
と
し
得
る

な
ら
ば
・
立
法
の
機
能
や
肚
會
に
お
け
る
法
の
規
整
的
力
の
愛
當
な
機
能
を
如

何
に
説
明
す
る
か
と
云
つ
た
黙
で
あ
る
。
此
等
の
批
判
を
一
癒
正
當
と
認
め
る

ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
、
更
に
自
然
法
或
は
何
か
他
の
名
構
に
基
づ
く
原
理
と
云

つ
た
よ
う
な
も
の
は
、
立
法
の
方
法
に
つ
き
本
質
的
に
設
定
さ
れ
た
原
則
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
そ
の
全
て
で
は
な
い
。
新
し
い
法
が
承
認
さ
れ
る
以
前
に
公
布

さ
れ
た
法
以
外
の
原
則
に
訴
え
る
事
に
よ
つ
て
、
す
べ
て
の
事
情
を
考
慮
し
て

合
理
的
な
解
決
を
計
る
場
合
、
理
性
へ
訴
え
ら
れ
る
。
だ
が
そ
れ
は
輩
に
自
然

法
に
訴
え
る
事
で
は
な
い
と
論
じ
て
い
る
。

　
か
く
て
、
自
然
法
の
最
大
の
機
能
は
、
サ
ー
・
ヘ
ン
リ
ー
・
メ
ー
ン
は
述
べ

て
い
る
、
現
代
國
際
法
に
そ
の
誕
生
を
與
え
て
解
任
さ
れ
た
、
と
。
此
の
護
展

は
國
際
法
に
と
つ
て
不
幸
な
影
響
を
與
え
た
（
二
五
頁
）
。
と
は
云
え
、
國
際
法

の
騰
系
的
な
形
式
を
そ
の
初
期
に
お
い
て
與
え
た
諸
著
者
の
貢
献
を
跡
づ
け
る

事
が
必
要
で
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
、
そ
こ
で
國
際
法
を
紳
學
の
一
部
と

し
て
扱
つ
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
、
倫
理
學
や
紳
學
か
ら
國
際
法
を
最
初
に
法
學
の

一
部
と
し
て
叛
つ
た
ゲ
ン
チ
リ
を
始
め
と
し
て
、
グ
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
自
然
法
と

國
際
法
の
考
え
方
に
つ
い
て
「
載
雫
と
李
和
の
法
」
を
解
説
し
、
叉
、
實
際
上

諸
國
の
先
例
を
基
礎
に
置
き
實
定
法
學
派
の
先
驕
者
と
呼
ば
れ
る
ヅ
τ
チ
、
逆

に
自
然
法
學
派
の
先
騙
者
と
呼
ば
れ
る
プ
τ
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
騰
系
を
略
述

し
、
實
定
法
學
派
の
有
力
な
後
纏
者
で
あ
る
バ
ィ
ン
カ
ー
ス
フ
ッ
ク
に
つ
い
て

論
じ
た
後
、
ヴ
ァ
ツ
テ
ル
の
國
際
法
論
を
殊
に
β
o
醗
①
器
即
嬬
気
冨
妻
（
必
要
法
）

　
　
　
　
紹
介
と
批
詐

と
く
o
冒
β
富
著
ダ
譜
（
任
意
法
）
と
か
ら
構
成
す
る
鮎
を
把
え
て
國
際
法
學
の

護
展
を
同
顧
す
る
。
か
く
初
期
の
國
際
法
學
に
見
ら
れ
る
如
く
、
國
際
法
を
法

學
と
し
て
構
威
す
る
場
合
、
中
世
か
ら
の
影
響
に
よ
つ
て
、
自
然
法
の
概
念
が

結
合
し
て
い
た
た
め
か
、
國
際
法
の
確
立
さ
れ
た
諸
原
則
の
或
る
も
の
は
自
然

法
學
派
に
よ
つ
て
齎
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
國
際
法
に
お
け
る
義
務
づ
け
の
基

礎
は
か
か
る
問
題
の
槍
討
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
。

　
自
存
、
猫
立
、
李
等
、
名
讐
及
び
山
父
通
の
諸
々
の
國
家
の
國
際
法
上
の
基
本

擢
智
邑
餌
含
o
暮
毘
二
磯
騨
・
の
原
理
は
、
自
然
状
態
に
基
づ
く
自
然
灌
暴
言
声
一

鼠
讐
盆
に
由
來
し
、
國
家
李
等
の
原
理
と
同
檬
に
確
立
し
た
自
然
的
秩
序
の
一

部
の
如
く
定
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
自
然
法
的
な
見
方
よ
り
す
れ
ば
、
か
か

る
黙
に
國
際
法
の
義
務
づ
け
の
墓
礎
を
設
定
す
る
の
で
あ
る
（
五
扁
頁
ー
五
二

頁
）
。
之
に
反
し
實
定
法
主
義
の
原
理
8
9
二
壼
9
螂
畠
憲
く
置
筥
は
國
家
が

義
務
づ
け
ら
れ
る
事
に
封
し
て
合
意
さ
れ
た
8
匿
①
箕
a
規
則
の
総
騰
を
國

際
法
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
國
際
法
義
務
づ
け
の
基
礎
は
此
の
合
意
に
在
る
。

合
意
に
は
朔
示
的
な
も
の
と
黙
示
的
な
も
の
が
あ
る
。
問
題
は
第
一
に
此
の
黙

示
的
合
意
に
よ
る
拘
束
と
云
う
事
で
あ
る
。
國
際
慣
習
法
が
法
と
し
て
敷
力
が

あ
る
と
云
わ
れ
る
の
は
、
合
意
さ
れ
た
故
で
な
く
狗
束
さ
れ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る

が
故
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
と
し
て
、
黙
示
的
合
意
の
理
論
は
理
論
家
に
よ
つ

て
提
示
さ
れ
た
一
つ
の
擬
制
瀞
菖
o
昌
で
あ
る
。
第
二
に
P
、
S
、
S
、
の
法

則
が
合
意
に
基
礎
づ
げ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
範
園
に
お
い
て
云
わ
れ
る
だ
け
で
、

合
意
が
駿
棄
さ
れ
れ
ば
そ
の
合
意
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
義
務
は
絡
る
べ
き
筈

で
あ
る
。
多
く
の
實
定
法
學
者
は
之
に
反
封
す
る
。
實
定
法
學
派
の
理
論
は
自

か
ら
先
天
的
な
も
の
の
演
繹
に
由
來
し
た
の
で
は
な
く
、
國
際
法
艦
系
の
諸
規

則
が
國
家
の
實
行
に
よ
つ
て
確
か
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
も
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一



　
　
　
　
紹
介
と
批
評

定
法
論
者
は
自
己
の
読
く
所
が
眞
實
で
あ
る
と
は
せ
ず
、
恰
も
法
の
本
質
の
説

明
に
走
つ
て
い
る
。
國
際
法
の
愛
當
性
毒
ま
凶
身
が
何
か
特
．
殊
な
問
題
を
起

し
て
い
る
と
の
観
念
は
、
主
灌
の
原
則
が
國
際
法
理
論
に
導
入
さ
れ
た
混
餓

8
馬
農
δ
買
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
状
態
・
。
欝
言
9
馨
言
お

と
政
治
的
國
家
　
筍
鼻
ぎ
巴
馨
暮
①
は
封
蹄
的
な
も
の
で
爾
者
の
共
存
は
説

明
す
る
事
は
出
來
な
い
。
國
家
は
し
ば
し
ば
人
格
化
さ
れ
る
。
し
か
も
人
格

者
冨
諺
o
塁
で
は
な
く
一
つ
の
制
度
で
あ
る
。
か
か
る
制
度
は
政
治
的
眞
室

宕
ま
8
箪
く
霧
壼
目
に
お
い
て
存
在
し
な
い
が
、
相
互
の
纏
綾
的
政
治
關
係

に
お
い
て
存
在
し
來
つ
た
も
の
で
あ
り
、
法
へ
の
服
從
は
不
完
全
と
は
云
え
、

そ
れ
が
行
わ
れ
る
限
り
そ
れ
は
事
實
な
の
で
あ
る
（
五
六
頁
）
。
ブ
ラ
イ
ア
リ
教

授
は
、
是
で
國
際
法
の
義
務
づ
け
の
基
礎
を
四
版
に
お
い
て
大
要
次
の
如
く
結

ん
で
い
る
。
印
ち
、
國
際
法
が
そ
の
主
膣
を
何
故
に
拘
束
し
て
い
る
の
か
を
説

明
す
る
特
別
な
義
務
の
下
に
國
際
法
學
徒
が
立
た
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
す
べ

て
法
の
本
質
が
命
令
で
あ
り
命
令
し
得
る
人
の
意
思
が
受
け
る
人
の
意
思
よ
り

優
る
事
を
必
要
と
す
る
な
ら
ば
・
特
別
な
説
明
を
國
際
法
學
徒
に
要
求
さ
れ

る
。
叉
ど
の
様
な
種
類
の
法
が
何
故
に
拘
束
す
る
か
と
の
読
明
が
求
め
ら
れ
れ

ば
、
再
び
中
世
或
は
ギ
リ
シ
ヤ
、
ロ
ー
マ
の
自
然
法
に
關
し
て
述
べ
た
と
同
様

な
假
定
を
避
け
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
要
は
、
す
べ
て
の
法
の
拘
束
力
の
統
一

的
読
明
は
、
個
入
で
あ
れ
國
家
で
あ
れ
生
き
行
く
世
界
に
お
い
て
秩
序
を
信

じ
、
無
秩
序
を
排
す
る
事
が
支
配
的
原
理
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

四

　
か
く
論
を
進
め
た
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
・
國
際
法
の
法
源
と
題
し
て
條
約
・

慣
習
、
法
の
一
般
原
則
、
裁
到
先
例
、
著
述
、
及
び
現
代
國
際
法
騰
系
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二

る
理
性
3
器
o
β
の
地
位
を
述
べ
た
後
・
二
版
に
お
げ
る
國
際
法
に
お
け
る
敏

黙
o慶
ぎ
旨
8
琶
ダ
㎎
を
國
際
法
の
法
的
性
格
と
國
際
法
に
お
げ
る
何
ら
か
の
敏

陥
留
譜
o
誌
と
に
分
け
て
考
察
し
た
。

　
國
際
法
の
法
的
性
格
に
お
い
て
先
ず
國
際
法
が
法
で
あ
る
か
倫
理
で
あ
る
か

を
問
題
と
し
、
法
と
し
て
よ
り
も
倫
理
學
の
一
分
派
と
分
類
す
べ
き
で
あ
る
と

し
ば
し
ば
云
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
法
の
定
義
に
關
す
る
問
題
に

由
來
す
る
と
し
て
い
る
。
我
々
が
諸
國
家
に
行
わ
れ
る
通
常
の
慣
行
に
つ
い
て

國
家
の
行
爲
の
正
當
性
を
判
断
す
る
道
徳
的
な
審
査
と
道
徳
か
ら
猫
立
し
て
い

る
と
感
じ
ら
れ
る
よ
5
な
も
の
と
を
匪
別
す
る
べ
き
で
あ
り
・
爾
者
共
道
徳
で

あ
る
と
云
5
の
は
混
同
で
あ
り
且
つ
衝
學
的
で
あ
る
と
し
、
云
わ
ば
理
論
家
の

衝
學
で
あ
つ
て
實
務
家
の
も
の
で
は
な
い
（
六
九
頁
！
七
〇
頁
）
。
一
國
家
の

行
爲
が
國
際
紛
雫
へ
齎
さ
れ
た
場
合
、
關
係
當
事
國
は
そ
の
紛
宰
の
麟
結
錨
を

軍
に
一
國
家
の
私
的
剣
断
に
基
い
て
灌
利
を
要
求
す
る
事
に
よ
つ
て
防
禦
さ
れ

る
の
で
ば
な
い
。
そ
れ
が
道
徳
に
關
係
づ
げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
防
禦
の

意
味
を
持
つ
が
、
そ
の
場
合
で
も
國
際
法
上
の
如
何
な
る
規
則
を
も
侵
犯
し
な

か
つ
た
事
を
立
誰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
國
際
道
徳
と
法
と
が
匠
別
さ

れ
・
少
く
と
も
何
か
重
要
な
關
係
で
少
く
と
も
確
か
に
法
に
類
似
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
法
的
性
格
を
與
え
る
の
に
た
め
ら
5
事
は
な
い
。
勿
論
ホ
ッ
ブ
ス
や

オ
ー
ス
チ
ン
と
そ
の
後
縫
者
の
法
の
概
念
を
政
治
的
最
高
者
の
意
思
と
す
る
立

場
か
ら
は
反
封
が
あ
る
。
だ
が
此
の
反
封
は
英
國
普
通
法
を
法
で
な
い
と
す
る

の
か
。
そ
こ
で
サ
ー
・
フ
レ
デ
リ
ツ
ク
・
ポ
ロ
ヅ
ク
が
云
つ
て
い
る
よ
う
に
、
「
法

の
存
在
に
封
す
る
本
質
的
條
件
が
、
政
治
共
同
瞠
の
存
在
と
そ
の
資
格
畠
葛
－

o
凶
な
に
お
い
て
構
成
員
を
拘
束
し
て
い
る
固
定
し
た
規
則
が
そ
の
構
成
員
に

よ
つ
て
承
認
さ
れ
て
い
る
事
と
で
あ
る
。
」
か
か
る
要
件
で
あ
れ
ば
國
際
法
は



全
瞠
と
し
て
此
等
の
諸
條
件
を
充
足
す
る
よ
う
に
愚
わ
れ
る
（
七
一
頁
ー
七
二

頁
）
。
と
し
て
い
る
。

　
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
、
か
く
國
際
法
の
法
的
性
格
を
素
描
し
た
後
、
國
際
法

が
法
と
し
て
呼
ば
れ
る
か
或
は
他
の
用
語
で
呼
ば
れ
る
か
を
論
究
す
る
よ
り

も
、
國
際
法
騰
系
の
本
質
を
理
解
す
る
事
が
よ
り
重
要
な
事
で
あ
る
と
し
て
國

際
法
の
鉄
陥
を
論
じ
て
い
る
。
國
際
法
を
慣
習
法
の
艦
系
と
し
て
構
成
し
な
が

ら
、
之
に
封
す
る
侵
犯
が
し
ば
し
ば
存
在
す
る
と
云
う
の
は
誤
謬
で
あ
る
。
法

の
侵
犯
ほ
慣
脅
的
磯
系
に
お
い
て
は
寧
ろ
稀
な
も
の
で
あ
り
、
僅
か
二
世
代
の

聞
に
協
約
的
或
は
立
法
的
條
約
法
が
そ
の
上
部
構
邉
と
し
て
創
邉
さ
れ
た
と
暑

う
歴
史
的
側
面
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
國
際
法
の
護
展
は
諸
國
家
に
犠
牲
を

要
求
す
る
た
め
で
は
な
く
寧
ろ
諸
國
家
が
便
宜
で
あ
る
か
ら
構
成
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
國
際
法
を
強
化
す
る
事
に
甥
し
て
は
よ
り
よ
き
騰
系
を
創
邉
し
て
行
く

事
に
よ
つ
て
保
持
さ
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
國
際
法
の
弱
黙
は
制
裁
よ
り
も
つ
と

深
い
所
に
在
る
。
法
の
強
さ
o
q
霞
Φ
β
磯
窪
は
國
家
法
と
國
際
法
を
比
す
れ
ば
、

前
者
は
法
の
命
令
的
性
格
を
一
般
に
強
制
機
關
に
よ
つ
て
非
常
に
張
く
感
ぜ
し

め
る
。
後
者
は
そ
れ
が
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
前
者
に
お
い
て
も
侵
犯
を
不

可
能
に
せ
し
め
る
程
の
も
の
で
は
な
い
。

　
現
代
國
際
法
艦
系
の
重
要
な
敏
陥
は
二
つ
あ
る
。
立
法
と
法
の
適
用
の
制
度

が
初
歩
的
な
も
の
で
あ
る
黙
で
あ
る
。
殊
に
國
際
法
の
多
く
の
諸
規
則
が
不
確

實
で
あ
る
と
云
う
事
は
・
灌
威
あ
る
法
の
宣
明
す
る
機
關
即
暮
ぎ
二
言
江
お

宣
￥
留
巳
舘
一
凝
彗
器
圧
琶
藁
を
敏
い
て
い
る
事
の
當
然
の
結
果
で
あ
る
。

不
確
實
さ
は
事
實
の
可
能
的
結
合
が
無
限
に
種
種
な
も
の
で
あ
る
限
り
、
法
か

ら
除
去
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
問
題
に
数
學
的
に
一
定
の
解
決
を
規

定
す
る
の
は
・
す
べ
て
の
法
の
本
質
に
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
此
の
關
係
か

　
　
　
　
紹
介
と
批
評

ら
云
え
ば
、
國
際
法
と
國
家
法
の
差
異
は
、
審
讐
器
に
關
す
る
も
の
で
あ
つ
て

獣
賞
に
關
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
確
實
性
を
備
え
た
國
際
法
の
諸
規
則

を
構
成
す
る
事
の
困
難
さ
は
、
我
々
が
そ
れ
ら
の
も
の
を
確
立
す
る
事
に
頼
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
と
云
う
謹
擦
の
當
然
の
結
果
で
あ
る
（
七
六
頁
）
。
と
結
ん
で
い
る
。

　
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
、
現
代
國
際
法
騰
系
の
性
格
の
最
後
の
節
を
、
英
國
裁

判
所
に
お
け
る
國
際
法
の
適
用
と
題
し
て
國
際
法
と
英
國
國
内
法
の
關
係
に
つ

い
て
論
じ
て
い
る
。
英
國
で
は
國
際
法
は
英
國
法
の
一
部
で
あ
る
事
は
承
認
さ

れ
た
原
則
で
あ
り
、
そ
の
實
務
的
結
果
は
、
合
膣
の
原
則
3
9
ユ
き
亀

量
8
唇
o
轟
試
§
と
呼
ば
れ
て
國
際
法
を
外
國
法
と
し
て
取
扱
わ
な
い
。
そ
の

結
果
と
し
て
國
際
法
の
規
則
は
裁
判
所
に
顯
著
な
る
事
實
甘
黛
鼠
巴
目
O
試
8

と
し
て
探
屠
さ
れ
る
（
七
七
頁
）
。
合
膣
の
原
則
は
英
國
法
に
お
い
て
や
は
り
事

件
を
通
じ
て
生
成
さ
れ
た
も
の
で
・
そ
の
適
用
に
は
二
疋
の
要
件
或
は
資
格

2
巴
ま
S
註
魯
が
あ
り
、
そ
の
要
件
の
護
展
を
説
明
し
て
い
る
。
此
の
合
膣
の

原
則
が
有
釜
な
も
の
で
あ
る
事
を
デ
ヅ
キ
ン
ソ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
て
承
認
し

て
い
る
。
既
の
英
國
法
廷
に
お
け
る
適
用
は
、
四
版
に
お
い
て
新
に
壇
補
さ
れ
た

籔
で
、
そ
れ
だ
け
に
英
國
法
廷
に
お
け
る
國
際
法
が
如
何
に
取
扱
わ
れ
て
い
る

か
を
簡
箪
で
あ
る
が
事
件
を
通
じ
て
示
し
、
國
際
法
と
國
内
法
の
關
係
を
種
種

の
理
論
に
よ
つ
て
取
扱
ら
我
々
と
し
て
異
色
あ
る
個
庚
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。

五

　
私
は
本
書
の
基
礎
理
論
の
大
要
を
述
べ
て
紹
介
に
か
え
た
。
ブ
ラ
イ
ア
リ
教

授
は
以
下
、
國
際
肚
會
の
法
的
構
成
で
は
國
際
憲
法
の
創
始
、
國
際
立
法
、
執

行
及
び
行
政
的
擢
能
、
國
際
蓮
盟
と
國
際
蓮
合
、
國
際
螢
働
機
關
。
國
家
の
項

で
は
國
際
法
に
お
け
る
國
家
の
一
般
的
観
念
、
濁
立
國
及
び
非
濁
立
國
、
國
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



　
　
　
紹
介
と
批
評

亭
等
の
原
則
、
非
濁
立
國
の
形
相
、
國
家
序
立
の
開
嫡
、
國
家
存
在
の
存
綾
と

纏
了
。
國
家
領
域
の
項
で
は
、
籏
域
権
、
領
域
取
徳
の
態
檬
、
領
域
に
封
す
る

纏
利
、
領
水
、
領
塞
。
國
家
の
裁
判
樫
の
項
で
は
、
領
水
、
公
艦
、
港
、
塞
、

丙
睦
水
路
の
裁
判
権
、
外
國
主
灌
者
及
び
外
交
官
の
冤
除
、
在
留
外
人
に
封
す

る
裁
判
穗
、
刑
事
裁
判
灌
の
制
限
、
公
海
に
お
け
る
裁
判
権
。
條
約
の
項
で

は
、
そ
の
成
立
と
慶
棄
。
國
際
紛
雫
と
國
際
的
秩
序
の
保
持
の
項
は
解
決
の
李

和
的
方
法
・
仲
裁
及
び
司
法
的
解
決
と
そ
の
割
限
、
周
旋
、
居
中
調
停
、
和

解
・
蓮
盟
規
約
及
び
蓮
合
憲
章
に
基
づ
く
解
決
。
國
際
法
と
強
制
手
段
の
項
で

は
干
渉
、
自
徳
、
復
仇
。
を
庭
理
し
、
李
時
國
際
法
に
關
す
る
諸
問
題
の
殆
ど

す
べ
て
を
取
扱
つ
て
い
る
。
本
書
は
教
科
書
の
類
で
は
な
く
、
入
門
書
で
あ

り
、
殊
に
廣
く
法
學
を
學
ぼ
う
と
す
る
學
生
諸
君
及
び
國
際
關
係
に
お
い
て
法

が
螢
む
何
ら
か
の
理
想
的
地
位
を
期
待
し
て
い
る
專
門
家
以
外
の
方
方
を
断
象

と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と
、
ブ
ラ
イ
ア
リ
教
授
は
序
文
で
述
べ
て
い
る
。
だ

が
此
の
入
門
書
か
ら
得
ら
れ
る
種
種
の
知
識
は
、
歴
史
に
深
い
考
慮
を
、
哲
學
に

深
い
思
索
を
、
そ
し
て
現
代
國
際
關
係
の
姿
を
如
實
に
騰
碍
せ
し
め
る
に
便
い

す
る
も
の
で
あ
ろ
5
。
勿
論
そ
の
基
礎
理
論
は
、
所
謂
大
陸
的
に
見
れ
ぽ
法
論

理
的
槍
討
に
不
充
分
な
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
英
國
的
な
國
際
法
の

基
礎
理
論
の
解
明
は
充
分
に
行
わ
れ
て
い
る
。
か
か
る
理
論
よ
り
も
諸
國
家
の

法
的
關
係
に
理
知
的
な
理
解
を
與
え
る
事
に
よ
つ
て
、
よ
り
よ
き
國
際
肚
會
の

畿
展
に
大
き
な
期
待
を
か
け
よ
う
と
す
る
ブ
ラ
イ
ア
リ
激
授
の
意
圖
は
充
分
に

了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
議
わ
ば
、
國
際
肚
會
の
健
全
な
護
展
に
個
人
と
國
家
の
努
力
を
求
め
る
建
設

的
な
著
作
の
一
つ
と
し
て
、
そ
の
償
旗
は
高
く
評
債
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
村
洗
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四

　
爾
本
稿
執
筆
後
、
英
國
國
際
法
年
報
（
一
九
四
九
）
が
到
養
し
た
。
此
の
年
報

に
お
い
て
、
R
、
Y
、
ジ
笛
晶
ン
グ
ス
氏
（
界
鴫
。
q
Φ
謬
昌
営
磯
oo
）
が
本
書
第

四
版
に
つ
い
て
そ
の
全
髄
と
し
て
の
均
衡
と
闘
晰
さ
を
讃
え
、
國
際
勢
働
機
關

の
項
に
僅
か
の
批
到
を
加
え
て
書
諦
を
行
つ
て
い
る
事
を
附
記
し
て
置
く
。


